






児童生徒指導規程 

（目的） 

第１条 この規程は、本校の教育目標を達成するために、児童生徒が主体的に判断、行動

し、充実した学校生活を送るという観点から必要な事項を定めるものである。 

 

（生活全般）  

第２条 本校児童生徒としての誇りを持ち、学校生活及び社会一般のルール、マナーを守

り、地域社会の一員としての責任ある行動を心掛ける。 

２ 地域住民、来客、教職員等に対して節度ある態度で、礼儀正しく接する。  

３ 社会自立を目指すものとして、正しい言葉遣いや品位ある行動をする。 

 

（学校生活）  

第３条 すべての授業に対して積極的かつ意欲的に取り組み、節度や規律のある行動をす

る。  

２ 健康管理に留意し、欠席、遅刻、早退をしないように努める。やむを得ず欠席、遅刻

をする場合は、学校へ連絡する。  

３ 公共物を大切にし、進んで学校の美化、整頓に努める。  

 

（服装、頭髪）  

第４条 服装、頭髪等については、以下のように定める。 

（１）服装 

   [小、中学部] 

服装は、学習活動に適したものとする。 

[高等部] 

① 制服は原則、本校指定のものを着用する。 

ア ６月～９月を夏服とし、１０月～５月を冬服とする。 

イ 通学、入学式、卒業式、現場実習等では制服を着用する。 

ウ カッターシャツは本校指定のもの又は、同等の白色のものを着用する。 

エ 防寒着等（ジャンパー及びベスト等）は、派手でないものを着用する。 

オ ソックスは、派手でないものを着用する。 

② 体操服及び体育館シューズは原則、本校指定のものを着用する。 

ア 体操服は原則、本校指定の長袖、長ズボン及び、半袖、ハーフパンツを着用す

る。 

イ 体育館シューズは、体育館のみの使用とし、上履きを別途使用する。 

ウ 運動靴及び通学用靴は、派手でないものを使用する。 



③ 作業服は原則、本校指定のものを着用する。 

ア 各作業班や校内作業実習、現場実習の必要に応じて作業服の仕様を変更して

着用する。 

④ 校外学習等、活動に適した服装は可とする。私服を着用してもよい。 

（２）頭髪 

頭髪は、社会自立を目指すものとして、学習に支障がないよう清潔で端正なものとす

る。 

（３）化粧、装飾品等 

  化粧（場合によっては個別に配慮する）、装飾品は禁止する。 

 

（通学に関すること） 

第５条 通学に関する規程は、校長が別に定める。 

 

（貴重品の管理） 

第６条 貴重品（スマートフォン、携帯電話を含む）については、必要に応じて登校時から

下校前まで学級担任が預かることができる。 

２ 金銭、物品等の管理を徹底し、貸借はしない。 

 

（スマートフォン、携帯電話の利用）  

第７条 スマートフォン、携帯電話は、朝のＳＨＲ前から帰りのＳＨＲ後まで使用禁止と

する。 

２ スマートフォン、携帯電話の使用と保管については、以下のことを守ること。 

（１）使用のモラルとマナーを守り、法律に触れたり、人に迷惑をかけたりしないこと。 

（２）校内外の公共の場では、使用のマナーを守ること。 

（３）個人情報を含む高価なものであることを認識し、責任をもって管理すること。 

（４）上記（１）から（３）に違反した場合は、保護者等と協力して指導する。 

 

（届け出に関すること） 

第８条 以下の事項については、担任を通じて学校に届け出るものとする。 

（１）欠席、欠課、遅刻、早退、忌引、公欠 

（２）戸籍上の異動及び住所変更等 

（３）校外における問題行動又は交通違反による補導 

（４）校内器具施設の汚損、損壊、紛失 

（５）金銭、物品の遺失、盗難 

（６）交通事故、暴行被害、不審者被害等 

（７）自転車通学 

（８）金銭、物品の拾得 



（９）自宅で、火事風水害等の被害 

 

（指導に関すること） 

第９条 生活指導の対象となる行為は、以下の事項とする。 

（１）正当な理由のない欠席、欠課、遅刻、早退及び無許可の外出 

（２）授業、学校行事、試験及び作業等の忌避 

（３）考査中の不正行為 

（４）公共物の故意による器物損壊 

（５）飲酒、喫煙、薬物乱用等 

（６）禁止場所への出入り(パチンコ店等) 

（７）暴力、脅迫、窃盗、恐喝、賭博など犯罪と認められる行為 

（８）道路交通法違反、各種自動車運転免許証の無断取得 

（９）深夜徘徊、不良交遊（不健全性的行為を含む）等 

（10）情報モラル違反やインターネット犯罪を介したと認められる行為等 

（11）以上の他、社会法規、道徳、倫理に反する行為 

（規程の改正又は廃止の手続き） 

第１０条 規程の改正又は廃止の手続きは、以下のとおりとする。 

（１） 高等部生徒会は、 生徒の意見を集約し、 校長に対し、 規程の改正又は廃止を求め

ることができる。 

（２） 校長は、 前項の規程に基づく求めがあったとき、 又は規程の見直しが必要となっ

たときは、 アンケートその他適切な方法で生徒や保護者等からの意見を聴取すると

ともに、学校運営協議会でその内容について議論するものとする。 

（３） 校長は、学校運営協議会等での議論を踏まえ、規程の改正又は廃止について決定す

るものとする。 

（４） 前項の決定にあたっては、 議論の経過及び決定理由について、 生徒及び保護者等に

説明するものとする。 

 

 

  附 則 

この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

令和２年９月１日に改正する。 

令和３年９月１日に改正する。 

     令和４年９月１日に改正する。 

 


